
山
上
憶
良
に
お
け
る
「
世
の
中
」
に
つ
い
て

下
　
　
田

l

惜
良
の
「
令
1
反
こ
悪
惜
1
歌
」
　
(
5
・
八
〇
〇
)
　
に
は
次
の
序
文
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。

或
有
人
'
知
レ
敬
二
父
母
1
.
忘
二
於
侍
撃
、
不
〆
轡
義
子
一
'
撃
於
脱
琴
_
0

日
柄
二
倍
俗
先
生
l
O
悪
気
拭
i
揚
二
持
巾
一
:
1
之
上
1
'
身
堤
猶
在
二
摂
俗
之
中
J
o

未
L
隙
〓
修
行
得
迅
之
撃
'
烹
是
亡
二
命
山
詳
L
之
民
。
所
以
指
二
示
三
銅
l
、

-
:
(
-
>

更
間
二
五
教
l
'
迫
之
以
㌔
V
詛
>
反
こ
共
謹
一
。

こ
の
〓
揃
の
述
作
は
、
序
に
明
ら
か
な
よ
う
に
'
硯
実
を
逃
避
し
て
山
沢
に
亡

命
す
る
民
を
戒
め
へ
　
こ
れ
を
教
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
憶
良

は
'
国
守
と
し
て
筑
前
に
あ
っ
た
こ
と
は
'
・
こ
の
〓
崩
を
含
め
　
「
思
二
子
等

】
歌
」
　
「
哀
二
世
問
難
丁
住
歌
」
の
左
注
に
「
神
亀
五
年
七
月
二
十
1
　
日
於
〓
器

摩
郡
一
撰
定
筑
前
固
守
山
上
憶
良
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

序
中
の
「
拍
二
示
三
銅
　
K
間
二
五
教
こ
に
つ
い
て
は
'
　
「
悲
二
討
俗
迅
恨

合
即
雛
易
〆
去
難
石
田
詩
」
の
序
に
も
「
周
孔
之
蔀
訓
へ
前
張
二
三
網
五
教
1
'
以

箪
和
国
T
。
」
と
あ
っ
て
、
「
三
鋼
」
と
「
五
教
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
憶
艮
み
ず

か
ら
注
を
施
し
、
前
者
に
は
「
謂
二
君
臣
父
子
夫
婦
こ
と
あ
り
、
後
者
に
は

「
謂
二
父
義
望
芯
兄
友
弟
朋
子
孝
こ
と
あ
る
。
つ
ま
り
'
こ
こ
で
は
儒
教
の
三

網
(
君
臣
、
父
子
、
夫
灯
)
、
五
教
(
令
義
解
で
は
「
謂
二
五
教
t
者
へ
五
常
之
CcO

教
、
則
父
義
、
母
慈
、
兄
友
、
弟
恭
、
子
孝
是
也
O
」
と
な
っ
て
い
る
)

に
よ
っ
て
倍
俗
先
生
(
老
荘
思
想
や
道
家
の
言
説
に
惑
わ
さ
れ
て
、
俗
に
倍
い

て
逃
述
し
よ
う
と
す
る
輩
)
を
教
導
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
養
老
律
令

の
戸
令
「
関
守
巡
行
樵
」
に
、
同
守
の
職
光
と
し
て
管
下
の
民
衆
を
教
化
す
る

(
3
)

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
こ
の
歌
は
戸
令
の
「
教
職
二
五
教
1
]

に
も
と
づ
い
て
'
氾
義
的
、
儒
教
的
な
教
訓
を
目
的
と
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
と

言
え
る
の
で
あ
る
。

o

o

o

o

父
雑
を
　
見
れ
ば
尊
し
　
妻
子
見
れ
ば
　
め
ぐ
し
愛
し
　
余
能
奈
迦
は

か
く
ぞ
道
理
　
粥
鳥
の
か
か
ら
は
し
も
よ
　
行
方
知
ら
ね
ば

「
父
母
を
見
れ
ば
尊
し
」
は
、
「
五
教
」
の
う
ち
「
子
孝
」
即
ち
子
と
し
て
の

道
徳
「
孝
」
を
愉
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
妻
子
見
れ
ば
め
ぐ
し
愛
し
」
に
つ

の
こ

い
て
は
へ
ま
ず
「
妻
子
」
な
る
語
が
歌
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
憶
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良
作
晶
に
四
例
(
S
・
三
八
六
五
、
5
・
八
九
二
に
二
例
、
と
本
歌
の
例
)
、
そ

れ
を
校
し
た
と
思
わ
れ
る
家
持
に
1
例
/
-
0
0
,

V
.
-
t
四
1
〇
六
)
あ
る
の
み
で
、
憶

良
独
特
の
歌
用
語
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
妻
子
」
の
「
子
」
の
方
に
重
き

を
お
く
と
す
れ
ば
'
こ
れ
は
親
と
し
て
の
道
徳
「
父
義
」
を
曝
し
た
も
の
と
言

え
よ
う
。

惜
良
に
は
「
恋
二
男
子
名
古
日
義
」
を
含
め
て
「
子
等
を
思
う
歌
」
が
い
く

っ
か
あ
る
0
そ
の
い
-
つ
か
に
干
場
す
る
「
子
等
」
と
父
と
の
関
係

を
見
る
と
き
、
律
令
の
徳
目
を
消
化
す
る
と
い
う
当
時
に
あ
っ
て
は
稀
れ
に
み

c
-
o

る
精
神
的
志
向
に
も
と
づ
い
て
子
に
対
す
る
親
の
愛
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
「
罷
〆
宴
歌
」
(
3
二
三
二
七
)
や
「
恩
二
子
等
】
歌
」
(
5
・
八
〇
二
)

お
よ
び
同
反
歌
(
5
・
八
〇
三
)
、
ま
た
「
老
身
誼
摘
採
′
年
辛
苦
、
及
思
二

見
軍
歌
」
(
5
・
八
九
七
)
お
よ
び
同
反
歌
(
5
・
八
九
九
)
(
m
.
九
〇

〇
)
(
W
九
〇
T
)
、
そ
し
て
「
恋
こ
男
子
名
古
日
永
」
(
5
・
九
〇
四
)

お
よ
び
同
反
歌
(
5
・
九
〇
五
)
(
L
O
九
〇
六
)
な
ど
に
お
い
て
措
か
れ
る

父
の
子
に
対
す
る
愛
帖
と
、
本
歌
に
お
け
る
儒
教
的
父
子
関
係
の
ひ
び
き
と
は

孜
分
追
い
の
あ
る
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
0
こ
の
相
違
は
、
本
歌
の
ば

あ
い
印
令
制
下
の
宮
人
、
関
守
の
任
務
と
し
て
の
「
教
喰
」
が
先
行
し
た
こ
と

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
余
能
奈
迦
は
か
-
ぞ
道
理
」
と
い
う
ば
あ
い
の
「
世

の
中
」
と
は
、
父
柁
妻
子
と
い
う
肉
親
へ
の
敬
愛
と
慈
悲
、
こ
の
件
を
悲
昧
し

こ
と
わ
り

て
お
り
'
そ
れ
を
「
遺
理
」
と
は
っ
き
り
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
儒
教

的
な
親
子
間
の
規
範
た
る
愛
へ
戸
令
に
い
う
「
五
数
」
に
も
と
づ
-
押
令
的
徳

目
と
し
て
の
愛
'
こ
れ
が
宮
人
憶
良
の
職
務
と
し
て
教
喰
す
べ
き
「
世
の
中
」

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
極
め
て
璃
念
的
な
親
子
愛
が
こ
の
場
合
の
「
世
の

中
の
道
理
」
な
の
で
あ
る
O

奈
良
時
代
前
期
に
活
躍
し
た
山
上
憶
良
は
、
万
葉
集
の
代
表
的
歌
人
の
中
で

も
、
特
に
人
生
の
現
尖
を
弼
祝
し
て
詠
ん
だ
個
性
的
な
歌
人
で
あ
る
。
彼
は

「
思
想
的
」
で
あ
る
と
か
「
概
念
的
」
、
あ
る
い
は
「
人
生
派
」
で
あ
る
と
か

「
生
活
派
」
で
あ
る
と
か
の
評
語
で
い
わ
れ
て
来
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
'
彼

の
題
材
が
現
実
の
社
会
に
お
け
る
生
活
的
な
も
の
に
求
め
ら
れ
、
彼
の
教
養
学

識
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
う
批
評
さ
れ
る
の
が
常

で
あ
っ
た
。
憶
良
の
退
材
は
万
葉
集
の
歌
人
の
中
で
著
し
く
特
只
な
の
で
あ

る
0
彼
の
歌
に
早
見
る
特
殊
な
用
語
に
つ
い
て
も
、
そ
の
題
材
と
無
関
係
で
は

な
か
ろ
う
。
彼
の
歌
中
で
特
に
使
用
璃
度
数
多
-
特
殊
な
歌
用
語
と
し
て
は
,

「
す
べ
な
し
」
　
「
l
畦
の
中
」
　
「
天
地
」
　
「
日
月
」
　
「
年
月
」
　
「
父
母
」
　
「
妻

子
」
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
「
す
べ
な
し
」
や
「
世
の

中
」
は
'
対
象
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
l
I
I
柄
の
ロ
バ
休
的
把
槌
を
総
括
し
抽
象
化
し

て
表
現
し
て
い
る
ば
あ
い
が
多
い
.
ま
た
へ
　
「
天
地
」
　
「
日
月
」
　
「
年
月
」

「
父
柑
」
　
「
妻
子
」
な
ど
は
、
相
対
す
る
二
つ
の
概
念
語
を
並
べ
て
1
語
と
し

た
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
も
二
つ
の
も
の
を
一
つ
に
概
括
し
て
表
現
す
る
し
か

た
が
看
取
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
'
憶
良
の
歌
用
語
に
お
け
る
T
つ
の
特
徴
で
あ
る
が
'
当

面
の
珊
遠
は
、
そ
の
う
ち
特
に
使
用
難
度
数
多
く
、
n
H
も
憶
良
の
特
質
を
も
の

'

　

°

　

°

が
た
る
歌
用
語
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
「
世
の
中
」
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
歌
中
で

の
用
い
方
を
通
し
て
:
彼
の
「
世
の
中
」
に
対
す
る
考
え
方
を
具
体
的
に
考
察

し
て
み
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

注
(
-
)
原
文
の
引
川
は
す
.
,
t
て
岩
波
H
木
古
典
文
学
大
系
木
に
よ
る
.
檀

し
へ
当
面
の
語
句
「
世
の
中
」
は
底
本
の
旧
字
体
で
記
す
。

(
2
)
新
訂
L
。
祁
悶
史
大
系
第
二
郎
_
2
「
令
義
解
」
肇
l
戸
t
F
同
守
巡
行
慣

r
.
:
;
y
-
㌫
　
照
〇
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(
3
)
同
右
「
戸
令
」
国
守
巡
行
煩
に
、
「
凡
固
守
毎
1
年
一
巡
〒
行
屈

郡
]
O
観
こ
風
俗
1
'
問
二
百
年
t
'
録
〓
囚
徒
J
t
撃
一
班
桂
一
、
詳
察
二

政
刑
得
失
1
、
知
]
古
姓
所
こ
患
草
へ
　
教
職
二
五
教
]
'
勧
-
務
農

二

功
】
。
」
と
あ
る
.

(
4
)
阪
下
妻
八
「
山
上
憶
良
に
お
け
る
子
等
の
問
題
」
　
(
「
文
学
」
昭
和

四
十
二
年
四
月
号
所
収
)
参
照
。

二

「
世
の
中
」
な
る
語
を
、
憧
良
が
歌
中
で
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
か
'
そ

れ
を
見
る
前
に
'
万
業
集
中
「
世
の
中
」
な
る
歌
用
語
の
用
い
方
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
に
よ
り
時
代
に
よ
り
'
お
の
ず
か
ら
な
る
相
違
が
認
め
ら
れ

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
相
辺
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
万
葉
歌
人
中
で
標
良
の

占
め
る
特
異
な
存
在
を
確
か
め
る
T
つ
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
.

い
っ
た
い
に
、
万
葉
災
中
「
世
の
中
」
の
語
句
は
'
題
詞
、
序
、
淡
詩
文
中

の
も
の
を
除
き
'
い
わ
ゆ
る
歌
用
語
に
限
れ
ば
'
四
十
五
例
が
数
え
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
作
者
・
作
年
代
の
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
、
お
よ
び
ほ
ぼ
作
年
代
が

推
定
さ
れ
得
る
も
の
は
'
三
十
五
例
(
仮
称
「
在
名
歌
」
)
あ
り
'
作
者
・
作

年
代
と
も
に
未
詳
の
も
の
は
、
十
例
(
仮
称
「
未
詳
歌
」
)
で
あ
る
。

在
名
歌
中
'
作
年
代
の
最
も
古
い
と
み
ら
れ
る
も
の
は
、
持
統
天
皇
の

末
(
六
九
七
)
年
の
作
と
考
え
ら
れ
る
「
柿
本
朝
臣
人
陰
へ
妻
死
之
後
、
泣
血

哀
切
作
歌
二
首
」
の
長
歌
二
首
目
の
中
の
1
例
(
2
・
二
1
0
)
、
お
よ
び
同

歌
の
「
或
本
歌
」
中
の
一
例
(
2
・
二
二
二
)
で
あ
り
'
最
も
年
代
の
新
し
い

も
の
は
、
天
平
感
的
二
　
(
七
五
〇
)
　
年
の
作
「
大
伴
宿
称
家
持
弔
下
聾
南
右
大

臣
家
藤
原
二
郎
之
瑛
二
慈
母
1
患
上
」
の
左
往
を
も
つ
挽
歌
中
の
1
例
(
l
・
四

二
t
四
)
.
'
お
よ
び
同
反
歌
中
の
1
例
(
S
・
四
二
二
ハ
)
で
あ
る
.

な
お
、
未
詳
歌
中
の
用
例
は
、
巻
七
　
(
一
三
二
1
'
T
四
t
O
)
、
巻
十

一
(
一
三
八
三
へ
二
四
四
二
)
'
巻
十
二
　
(
二
八
八
八
、
二
九
二
四
)
'
巻

十
三
(
三
二
六
五
、
三
三
三
六
に
二
例
)
'
、
巻
十
六
(
三
八
五
〇
)
の
合
わ

せ
て
十
例
で
あ
る
。

在
名
歌
の
用
例
は
、
人
階
の
作
品
中
の
も
の
が
藤
原
時
代
'
憶
良
に
お
け
る

用
例
を
中
心
と
す
る
奈
良
時
代
前
期
'
家
持
に
お
け
る
用
例
を
中
心
と
す
る
奈

良
時
代
中
期
'
の
三
つ
に
大
き
-
区
分
し
得
る
。
な
お
、
こ
の
三
群
と
未
詳
歌

中
の
用
例
と
の
間
近
が
問
題
と
な
る
が
'
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
在
名
歌
中
「
世
の
中
」
の
語
句
を
多
く
用
い
て
い
る
作
者
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
入
唐
に
二
例
(
但
し
t
.
1
例
は
同
歌
の
「
或
本
歌
」
中
の
も

の
)
、
憶
良
に
九
例
あ
り
'
旅
人
二
例
へ
家
持
九
例
で
あ
り
、
こ
の
他
は
そ
れ

ぞ
れ
1
例
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
如
-
、
歌
用
語
と
し
て
の
「
世
の
中
」
の
使

用
数
を
み
る
に
、
憶
良
枝
政
の
作
歌
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る
家
持
を
除
け
ば
'
怯

良
が
圧
倒
的
に
多
い
。
さ
ら
に
惜
良
の
歌
に
付
け
ら
れ
た
題
詞
(
5
・
八
〇

四
)
と
序
(
5
・
八
〇
二
)
　
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
l
例
あ
る
の
を
加
え
る
と
十
一

例
に
達
す
る
。

さ
て
'
在
名
歌
中
最
も
古
い
「
世
の
中
」
の
用
例
は
、
さ
き
に
述
べ
た
柿
本

人
際
の
挽
歌
中
の
1
例
で
あ
る
。

(
2
二
二
〇
)
-
-
椀
の
木
の
　
こ
ち
ど
ち
の
枝
の
　
春
の
葉
の
　
茂
き
が

如
-
　
恩
へ
り
し
　
妹
に
は
あ
れ
ど
　
た
の
め
り
し
　
鬼
ら
に
は
あ
れ
ど

o
o世
間
を
　
背
き
し
得
ね
ば
　
か
ぎ
ろ
ひ
の
　
燃
ゆ
る
荒
野
に
.
.
.
(
六
九
七
年

「
柿
本
朝
臣
入
境
妻
死
之
後
,
泣
血
哀
憐
作
歌
二
首
」
う
ち
1
-
首
)

こ
の
長
歌
に
は
「
或
本
歌
」
　
(
2
・
二
二
二
)
が
あ
る
が
、
同
類
歌
な
の
で
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「
世
の
中
」
の
用
い
方
は
全
く
同
様
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
の
「
世
間
」
な
る

語
に
は
、
「
人
間
は
死
ぬ
も
の
と
い
う
世
の
中
の
道
理
」
　
(
I
:
石
披
古
典
大
系

注
)
と
の
意
味
を
内
放
し
て
い
る
。

人
暦
の
こ
の
作
歌
か
ら
お
よ
そ
三
十
年
後
の
七
二
八
年
へ
大
串
紬
と
し
て
筑

紫
に
あ
っ
た
大
伴
旅
人
に
次
の
歌
が
あ
る
。

a

a

a

o

(
5
・
七
九
三
)
余
雨
奈
可
は
空
し
さ
も
の
と
知
る
時
し
い
よ
い
よ
ま
す
ま
す

悲
し
か
り
け
り

人
暦
や
旅
人
の
こ
れ
ら
の
作
歌
は
'
「
人
は
死
ぬ
も
の
、
世
の
中
は
空
し
い
も

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
」
と
い
う
こ
の
人
間
世
界
の
遺
抑
止
が
、
仏
教
的
加
念
と
し
て
当
時
す
で
に
行

き
わ
た
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
-
)

「
維
摩
経
義
疏
」
な
ど
に
「
虚
仮
」
の
語
が
し
ば
し
ば
見
え
、
世
間
虚
仮
へ
　
の

C
ォ
)

思
想
は
す
で
に
聖
穂
太
子
の
標
鳥
し
た
「
世
間
虚
仮
へ
唯
仏
是
討
U
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
0
　
人
麿
の
用
例
　
「
世
間
を
背
き
し
得
ね
ば
」
　
に
お
い

て
'
彼
は
妻
の
死
に
つ
い
て
明
ら
か
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
契
沖
は
そ
の
代
匠
記
特
撰
本
で
「
無
常
ハ
有
為
ノ
世
ノ
コ
ト
ワ
リ
ナ
ル
ヲ

o

免
レ
ネ
ハ
'
背
得
ヌ
ト
イ
へ
-
」
と
述
べ
て
い
る
。
仏
教
が
次
第
に
民
間
に
も

浸
透
し
っ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
天
武
妃
十
四
(
六
八
六
)
年
三
月
の
条
「
詔
へ
諸
国

毎
家
'
作
こ
仏
全
山
'
乃
置
こ
仏
像
及
経
f
'
以
礼
拝
供
養
o
」
持
続
紀
六
(
六
九

二
)
年
間
五
月
の
粂
「
詔
'
令
I
.
.
1
只
師
及
四
岱
内
、
講
」
】
説
金
光
S
好
一
0
-
-

詔
二
筑
紫
大
事
率
河
内
王
等
白
へ
宜
退
三
沙
門
於
大
隅
輿
こ
阿
多
t
'
可
l
伝
こ
仏

戟
-
o
」
'
持
続
妃
八
(
六
九
四
)
年
五
月
の
条
「
以
二
金
光
明
経
7
百
部
H
へ

送
こ
置
諸
国
へ
必
取
二
毎
年
正
月
上
玄
義
之
o
其
布
施
'
以
こ
当
国
官
物
l
克

(
4
)

之
o
」
な
ど
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
紐
勢
に
あ
っ
て
'

「
世
の
中
」
と
い
う
こ
と
ば
に
人
陰
は
「
世
間
」
と
い
う
文
字
を
あ
て
て
さ
え

い
る
。
彼
の
用
例
は
「
世
間
の
無
常
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
仏
教
の
示
す
道
理

を
背
き
得
な
い
人
身
で
あ
れ
ば
」
の
意
で
、
明
ら
か
に
死
の
仏
教
的
認
識
が
あ

る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
人
陰
に
は
当
面
の
「
世
の
中
」
の
用
例
歌
と
ほ

ぼ
同
じ
六
九
七
年
頃
の
作
と
考
え
ら
れ
る
「
柿
本
朝
臣
人
陪
従
こ
近
江
団
t
上
旧

時
、
至
〓
宇
治
河
追
一
作
歌
一
首
」
の
題
詞
を
持
つ
歌
へ

(
3
二
一
六
四
)
も
の
の
ふ
の
八
十
氏
河
の
絹
代
木
に
い
さ
よ
ふ
波
の
行
-
方

知
ら
ず
も

が
あ
る
。
「
行
く
方
知
ら
ず
も
」
の
句
が
、
た
だ
写
生
的
に
実
景
を
詠
ん
だ
も

の
か
、
水
の
流
れ
に
託
し
て
て
人
生
の
無
常
を
伐
喫
し
た
も
の
か
に
つ
い
て
従

来
い
ろ
い
ろ
論
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
が
題
詞
に
あ
る
状
況
の
も
と
に
作
ら

れ
た
と
す
れ
ば
、
大
津
宮
の
焼
地
に
'
歴
史
の
推
移
の
跡
を
静
か
に
思
う
と
き
'

「
世
間
無
常
」
は
お
の
ず
か
ら
到
達
し
た
心
境
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
け

ヽ

　

ヽ

れ
ど
も
前
述
の
日
本
古
記
の
記
事
に
み
る
仏
教
の
民
間
へ
の
浸
透
な
ど
か
ら
推

ヽ

　

ヽ

測
す
れ
ば
、
宮
廷
歌
人
と
し
て
の
入
唐
に
仏
典
な
ど
の
搭
哲
が
な
い
と
は
言
い

切
れ
な
い
。
そ
の
う
え
ま
た
'
人
際
歌
集
出
の
歌
で
'
人
生
の
無
常
を
詠
ん
だ

歌
と
し
て
知
ら
れ
る

(
t
s
.
.
二
六
九
)
巻
向
の
山
迫
と
よ
み
て
行
く
水
の
水
沫
の
ど
と
し
世
の
人

わ
れ
は

の
如
き
も
の
も
あ
る
。
「
水
沫
の
ど
と
し
」
は
、
「
金
剛
般
若
経
」
に
〓
切

0
　
　
　
　
0

有
#
s
法
、
s
.
二
-
 
'
蝣
蝣
-
T
?
濫
W
-
1
'
如
㌔
踊
K
v
S
口
㌧
唱
、
k
)
i
作
二
軸
i
^
拙
一
〇
」
　
と

'

"

蝣

蝣

)

あ
る
0
人
厩
の
作
品
に
は
'
や
は
り
仏
教
の
示
す
「
世
間
無
常
」
の
概
念
が
投

影
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
o

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
人
生
を
無
常
と
す
る
思
想
は
人
際
の
時
代
に

す
で
に
仏
教
的
概
念
と
し
て
知
識
人
の
中
に
受
容
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
天
才
人
暦
が
ま
ず
も
っ
て
「
世
間
無
常
」
を
表
現
す
る
た
め
に
仏
典
語
の

「
世
間
」
に
前
日
し
た
と
考
え
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
0

仏
教
の
い
う
「
世
間
虚
仮
」
　
「
世
間
知
常
」
の
思
想
に
影
響
さ
れ
た
と
考
え
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ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

0

0

ら
れ
る
人
間
世
界
の
道
班
、
・
そ
れ
を
・
正
味
す
る
入
唐
の
「
世
の
中
」
が
「
世
間

を
背
き
し
得
ね
ば
」
の
用
例
に
お
い
て
披
班
さ
れ
て
い
る
t
　
と
思
う
。

こ
の
系
列
に
属
す
る
用
例
を
万
葉
集
の
、
そ
の
他
の
歌
人
の
も
の
か
ら
取
り

あ
げ
て
み
た
い
。
(
年
代
順
)

0
0

(
5
・
八
〇
四
)
相
田
の
術
な
き
も
の
は
年
月
は
流
る
る
如
し
　
(
I
に
云
は

°

0

0

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

°

°

く
-
咲
く
花
の
移
ろ
ひ
に
け
り
余
乃
蚕
可
は
か
-
の
み
な
ら
し
.
.
.
)
-
余
乃
茶

0迦
や
常
に
あ
り
け
る
-
(
七
二
八
年
、
臆
良
「
哀
こ
世
間
難
甘
住
歌
一
首
」
)

・
^
蝣
*

(
3
・
四
四
二
)
世
間
は
空
し
き
も
の
と
あ
ら
む
と
そ
-
(
七
二
九
年
作
者
未

詳
「
悲
二
傷
階
部
王
t
歌
」
)

O
C

(
5
・
八
八
六
)
(
-
-
)
世
間
は
か
-
の
み
な
ら
し
犬
じ
も
の
道
に
臥
し
て
や
命

過
ぎ
な
む
(
七
三
一
年
'
憶
良
「
敬
和
下
為
二
熊
凝
一
述
t
l
共
忘
一
歌
上
六
首
」
う
ち

"
i
-
>

o
o

(
3
二
二
五
T
)
世
間
を
何
に
腎
へ
む
-
漕
ぎ
去
に
し
船
の
跡
な
き
が
ご
と

(
七
三
〇
咋
頃
か
「
沙
弥
机
昨
:
恵
一
首
」
)

s
^
m
:

(
5
・
九
〇
四
)
-
的
う
ち
咲
き
手
に
持
て
る
吾
が
見
飛
ば
し
っ
世
間
の
道
(

七
l
三
二
年
頃
か
'
憶
良
「
恋
二
男
子
名
古
日
恵
三
首
」
う
ち
1
首
)

(
)
　
r
.
I

(
。
〇
　
　
四
五
九
)
世
間
も
常
に
し
あ
ら
ね
ば
.
.
.
(
七
三
三
年
頃
か
「
久
米
女

郎
報
把
歌
i
首
」
)
o

o

o

o

(
l
・
三
六
九
〇
)
与
能
蚕
可
は
常
か
く
の
み
と
別
れ
ぬ
る
-
(
七
三
六
年
、

作
者
未
詳
「
到
二
萱
岐
嶋
l
、
雪
連
宅
清
忽
退
二
鬼
病
-
死
去
之
時
作
歌
」
の
反
歌
)

0　0

(
l
・
三
六
九
一
)
-
世
間
の
人
の
喋
は
相
恩
は
ぬ
岩
に
あ
れ
や
も
-
(
七
三

六
年
「
竃
井
通
子
老
作
挽
歌
」
)0　0

(
〇
・
四
六
六
)
-
跡
も
な
き
世
間
に
あ
れ
ば
-
(
七
三
九
年
「
大
伴
宿
称
家

持
悲
こ
傷
亡
妾
1
作
歌
」
)

>
K
」

(
3
・
四
七
二
)
世
間
は
常
か
く
の
み
と
か
つ
知
れ
ど
-
(
同
前
「
悲
結
末
′

息
吏
作
歌
」
)

0
°

(
t
0
-
1
〇
四
五
)
根
間
を
常
無
き
も
の
と
今
そ
知
る
-
(
七
四
〇
年
、
作
者

未
詳
「
傷
二
悟
寧
楽
貢
荒
城
一
作
歌
三
首
」
う
ち
一
首
)

O
O

(
3
・
四
七
八
)
-
咲
く
花
も
移
ろ
ひ
に
け
り
世
間
は
か
-
の
み
な
ら
し
-
(
七

四
四
年
「
安
娠
虫
子
貴
之
時
'
内
舎
人
大
伴
宿
称
家
持
作
歌
」
う
ち
1
首
)

0

　

°

(
1
7
二
二
九
六
三
)
世
間
は
数
な
き
も
の
か
-
(
七
四
七
年
、
家
持
「
越
中
同

守
之
釦
臥
/
柄
悲
傷
間
作
こ
此
歌
l
J
)
o

'

j

n

I

(
l
・
三
九
六
九
)
-
大
夫
わ
れ
す
ら
余
能
奈
可
の
常
し
如
け
れ
ば
.
.
.
(
七
四

七
年
「
更
把
歌
1
首
大
伴
宿
称
家
持
」
)

0

　

°

　

0

　

0

(
.
i
-
i
　
三
九
七
三
)
-
飴
乃
茶
加
は
数
な
き
も
の
そ
.
.
.
(
七
四
七
年
「
大
伴
宿

称
池
主
」
)

0

　

〇

四
二
ハ
○
)
-
天
地
の
退
き
始
よ
俗
中
は
常
無
き
も
の
と
.
.
.
(
作
年
未

詳
、
家
持
「
悲
二
世
問
無
常
】
歌
H
E
」
)

0　0

(
2
-
四
二
ハ
二
)
　
う
つ
せ
み
の
V
-
如
…
き
見
れ
ば
世
間
に
-
(
同
前
反
歌
)

0　0

-
>
.
四
二
一
四
)
-
世
間
の
憂
け
く
辛
け
-
咲
-
花
も
時
に
移
ろ
ふ
う
つ
せ

み
も
常
無
く
あ
り
け
り
-
(
七
五
〇
年
'
家
持
「
挽
歌
一
首
」
「

o
o

(
3
-
四
二
1
六
)
世
間
の
常
無
き
こ
と
は
知
る
ら
む
を
-
(
同
前
反
歌
「
大
伴

宿
称
家
持
叫
下
竪
耐
右
大
臣
藤
は
二
郎
之
瑛
二
慈
U
l
思
上
也
」
)

以
上
、
こ
の
系
列
に
屈
す
る
「
世
の
中
」
の
用
例
は
二
十
一
例
'
最
初
に
あ
げ

た
人
際
の
二
例
(
但
し
一
例
は
「
或
本
歌
」
中
の
も
の
)
　
と
旅
人
の
1
例
を
合

わ
せ
て
二
十
四
例
で
あ
る
。
未
詳
歌
中
で
こ
の
期
に
屈
す
る
五
例
(
サ
・
I
四

一
〇
)
　
(
3
　
三
二
六
五
)
　
c
s
二
二
三
三
六
に
二
例
)
　
〇
　
二
二
八
五
〇
)

を
合
わ
せ
る
と
、
世
間
虚
仮
知
(
仮
称
)
　
に
屈
す
る
川
例
は
二
十
九
例
を
数
え

る
。
こ
れ
は
全
用
例
の
六
割
を
は
る
か
に
越
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
期
に
属
す
る
も
の
は
、
人
階
の
用
例
が
「
人
間
は
死
ぬ
も
の
人
生
は

無
常
な
も
の
」
と
い
う
退
勤
を
抽
象
的
概
念
と
し
て
「
世
の
中
」
と
い
う
芸
p

に
託
し
て
い
る
の
に
対
し
て
'
人
階
後
の
作
者
た
ち
の
用
例
は
ど
う
で
あ
ろ
う
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か
。
「
余
能
奈
可
は
空
し
き
も
の
と
知
る
と
き
し
-
」
　
(
旅
人
)
と
か
、
「
余

乃
奈
迦
や
常
に
あ
り
け
る
・
・
・
」
　
(
憶
良
)
と
か
、
　
「
世
間
を
何
に
聖
へ
む
・
・
・

漕
ぎ
去
に
し
船
の
跡
な
き
が
ご
と
」
　
(
抄
紙
溝
誓
)
、
あ
る
い
は
　
「
世
間
も

常
に
し
あ
ら
ね
ば
-
」
　
(
久
米
女
郎
)
、
ま
た
f

;

:

.

r

;

'

.

ハ

　

‥

"

y

<

;

-

P

o

二

∵

-
」
　
(
池
主
)
、
「
-
跡
も
な
き
世
間
に
あ
れ
ば
-
」
　
「
世
間
の
常
無
き
こ
と

は
-
」
　
(
家
持
)
等
々
で
明
ら
か
な
如
く
へ
　
人
麿
後
の
作
i
i
r
た
ち
の
歌
は
'

「
世
間
無
常
」
「
世
間
虚
仮
」
の
概
念
の
説
明
に
流
れ
て
い
る
ば
あ
い
が
多
い
。

こ
れ
は
歌
川
語
の
は
た
ら
き
か
ら
す
れ
ば
、
や
1
後
退
し
て
い
る
し
、
そ
れ
だ

け
「
世
の
中
」
な
る
語
句
の
重
み
が
減
少
し
、
同
時
に
感
動
が
う
す
れ
る
こ
と
に

な
る
O
　
こ
の
原
因
は
、
「
世
間
無
常
」
と
い
う
既
成
の
概
念
が
歌
人
た
ち
の

中
に
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
'
そ
れ
が
み
ず
か
ら
の
体
験
に
よ
っ
て
裏
付
け
さ

れ
へ
認
識
さ
れ
て
は
来
た
も
の
の
へ
結
局
は
未
消
化
の
ま
ま
観
念
の
説
明
に
統

れ
て
し
ま
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

1
方
へ
　
「
世
の
中
」
の
用
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
.

(
5
・
八
九
二
)
-
E
H
長
が
声
は
寝
星
戸
ま
で
来
立
ち
呼
ば
ひ
ぬ
斯
-
ば
か
り

・

^

M

*

.

術
無
き
も
の
か
世
間
の
道
(
七
三
二
年
頃
か
'
憶
良
「
貧
窮
問
答
歌
T
首
」
)

o
o

(
5
・
八
九
三
)
世
間
を
む
し
と
や
さ
し
と
思
ヘ
ビ
も
.
.
.
(
同
前
の
反
歌
)

o
O

(
5
・
八
九
七
)
-
世
間
の
憂
け
く
辛
け
く
い
と
の
き
て
描
き
折
に
は
賊
塩
を

深
く
ち
ふ
が
如
く
.
.
.
(
七
三
三
年
へ
.
憶
良
「
老
身
重
病
経
L
年
辛
苦
、
及
思

二
見
等
-
歌
七
首
」
う
ち
一
首
)

こ
の
三
例
は
、
「
世
の
中
」
を
苦
悩
に
み
ち
た
も
の
、
憂
け
く
辛
け
き
も
の
と

榊
じ
'
そ
れ
が
人
生
の
現
実
で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
老
病

貧
と
い
っ
た
人
間
の
免
れ
ざ
る
辛
苦
を
「
世
の
中
の
道
理
」
と
す
る
こ
の
用
例

は
'
い
わ
ゆ
る
「
世
間
苦
」
の
う
ち
死
別
、
愛
憎
を
除
い
た
狭
義
の
世
間
苦
類

(
仮
称
)
で
あ
る
。
こ
の
期
に
屈
す
る
用
例
は
、
倍
良
の
こ
の
三
例
の
み
で
あ

H
i同

じ
世
間
苦
と
い
っ
て
も
、
恋
の
苦
し
み
を
歌
っ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
ぼ

・

<

!

!

・

>

<

あ
い
の
「
世
の
中
」
の
用
例
は
、
平
安
朝
に
お
け
る
「
男
女
の
世
情
」
と
い
っ
た

悲
味
で
の
こ
と
ば
'
そ
の
語
群
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
.

°

　

0

　

0

0

(
5
・
八
丁
九
)
余
能
奈
可
は
恋
繁
し
ゑ
や
-
(
七
三
〇
年
へ
豊
後
守
大
伴
大

夫
「
梅
花
歌
三
十
二
首
」
う
ち
一
首
)

O

O

O

O

(
1
5
二
二
七
六
T
)
与
能
奈
可
の
常
の
迅
班
か
-
さ
せ
に
な
り
米
に
け
ら
し
.
.
.
(

七
三
九
年
「
中
臣
朝
臣
宅
守
与
二
狭
野
弟
上
娘
子
一
贈
答
歌
」
)

0

　

°

(
4
・
七
三
八
)
世
間
の
菅
し
き
も
の
に
あ
り
け
ら
-
恋
に
槌
へ
ず
て
-
(
作

年
末
詳
「
坂
上
大
械
肥
こ
家
持
一
歌
」
う
ち
一
首
)

さ
ら
に
未
詳
歌
中
の
二
例
0
-
I
三
二
　
)
　
a
　
二
三
八
三
)
が
こ
の
男

女
の
世
情
湖
(
仮
称
)
　
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
、
合
わ
せ
て
五
例
で
あ
る
。

o
o

(
3
・
三
四
七
)
世
間
の
遊
び
の
道
に
す
ず
し
く
は
-
(
七
二
九
年
、
「
大
牢

帥
大
伴
姻
讃
酒
歌
」
)

o
o

(
4
エ
バ
四
三
)
世
間
の
女
に
し
あ
ら
ば
-
(
作
年
未
詳
「
紀
女
郎
怨
恨
歌
」

う
ち
一
首
)

こ
の
二
例
と
未
詳
歌
中
の
一
例
　
(
1
2
二
l
八
八
八
)
　
の
合
わ
せ
て
三
例
は
、
「

世
間
普
通
1
般
」
と
い
っ
た
>
a
味
の
も
の
と
し
て
1
系
列
を
成
し
て
い
る
.
こ

よ
の
つ
ね

の
系
列
に
属
す
る
こ
と
ば
と
し
て
'
「
尋
常
」
が
あ
る
。

(
o
o
　
　
四
四
七
)
尋
常
に
閃
く
は
苦
し
き
呼
子
烏
-
(
七
三
二
年
「
大
伴
坂

上
郎
女
歌
」
)

尋
常
蒲
(
仮
称
)
　
に
屈
す
る
「
世
の
中
」
の
用
例
は
さ
き
に
あ
げ
た
三
例
で
あ

る
。こ
の
ほ
か
に
「
世
の
中
」
の
用
例
と
し
て
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

r
*
^
K
>
:

(
3
・
四
二
〇
)
-
天
地
に
悔
し
き
事
の
世
間
の
悔
し
き
こ
と
は
-
(
作
年
末

101



詳
「
石
田
王
卒
之
時
、
丹
生
王
作
歌
1
首
」
)

こ
れ
は
「
世
間
で
特
に
と
り
た
て
て
'
世
に
も
」
の
恵
で
あ
り
、
下
に
打
消
の

こ
と
ば
を
伴
っ
て
使
わ
れ
る
「
世
に
」
　
C
m
・
四
三
二
二
)
と
か
「
世
に
も
」

(
1
2
二
二
〇
八
四
)
　
(
;
　
三
三
六
八
)
　
(
3
二
三
二
九
二
)
な
ど
の
用
例
の

語
と
T
系
列
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
系
列
に
屈
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

に
'
虫
麻
呂
~
歌
集
吊
の
1
例
(
-
|
七
四
〇
)
と
未
詳
歌
中
の
二
例
(
1

二
四
四
二
)
　
(
l
・
二
九
二
四
)
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
世
に
も
類
　
(
仮

称
)
に
属
す
る
「
世
の
中
」
の
用
例
は
'
合
わ
せ
て
四
例
で
あ
る
。

以
上
万
柴
歌
中
の
「
世
の
中
」
な
る
語
を
分
析
し
た
結
果
を
ま
と
め
る

と
、
「
世
間
虚
仮
類
」
が
二
十
九
例
へ
　
「
世
間
告
期
」
が
三
例
'
「
男
女
の
世

情
類
」
が
五
例
'
「
尋
常
類
」
が
三
例
、
「
世
に
も
類
」
が
四
例
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
さ
ら
に
二
群
に
大
別
さ
れ
う
る
と
思
う
。
つ
ま
り
前
二

類
は
「
世
の
中
」
に
対
す
る
作
者
の
考
え
方
に
立
っ
た
分
析
の
し
か
た
'
い
い

か
え
れ
ば
、
使
用
に
際
し
て
実
際
に
は
た
ら
く
作
者
の
言
語
意
識
に
お
い
て
と

ら
え
ら
れ
る
概
念
的
な
意
義
の
轟
点
か
ら
の
分
析
の
し
か
た
で
あ
り
、
後
の
三

類
は
、
史
的
な
変
遷
を
内
応
し
た
言
語
の
派
生
的
意
義
の
槻
点
か
ら
す
る
分
析

の
し
か
た
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
分
析
の
初
点
の
違
い
と
し
て
指
摘
し
う
る
が
、

実
は
'
使
用
の
伝
統
に
よ
っ
て
摂
待
さ
れ
た
実
際
的
な
意
義
に
本
質
的
な
違
い

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
.
「
世
の
中
」
の
用
例
と
し
て
股
も
多
か
っ
た
「
世
間
虚
仮
類
」

に
つ
い
て
は
、
作
者
明
記
の
万
来
歌
中
で
最
初
に
用
い
た
人
暦
か
ら
'
そ
れ

以
後
万
葉
末
期
の
家
持
に
至
る
ま
で
、
万
葉
全
期
を
通
じ
て
こ
の
用
例
が
散
在

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
'
仏
教
伝
来
以
来
'
上
代
人
の
精
神
を
大
き
く

動
か
し
た
人
生
観
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
世
間
虚
仮
の
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
を

立
証
し
て
い
る
。
山
上
憶
良
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
'
さ
き
に
見
た
如
-
彼
の

筑
前
守
時
代
の
作
歌
中
で
四
例
、
上
京
後
お
そ
ら
-
死
に
近
き
頃
の
作
と
思
わ

れ
る
「
恋
〓
男
子
名
古
日
l
歌
」
中
で
1
例
と
計
四
例
が
こ
の
類
に
屈
す
る
。

ま
た
、
「
世
の
中
」
の
用
例
と
し
て
'
万
米
災
中
で
憶
良
独
特
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
「
世
間
苦
類
」
の
三
例
と
、
冒
頭
に
あ
げ
た
「
令
L
反
二
惑
情
一
歌
」

中
の
一
例
、
こ
の
四
例
に
よ
っ
て
彼
の
特
異
な
存
在
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
o

同
時
に
'
憶
良
の
歌
に
は
、
「
男
女
の
世
情
類
」
が
皆
佃
で
あ
る
こ
と
'
「
尋
常

類
」
　
「
世
に
も
類
」
に
属
す
る
用
例
も
7
切
な
い
と
い
う
こ
と
も
特
筆
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。

注
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加
　
　
　
　
「
r
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j
ら
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蝣
t
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照
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(
2
)
　
「
上
官
聖
徳
法
王
帝
説
」
所
引
の
天
寿
国
邑
茶
羅
厨
帳
銘
に
見
え
る

詞
句
と
い
わ
れ
る
　
(
珂
1
郎
「
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
」
p
9
1

参

照
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I

(
3
)
上
田
万
年
監
修
契
沖
全
集
第
7
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参
照
o
 
o
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蝣

J
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-

(
5
)
附
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S
S
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T
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大
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・
蝣
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t
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J
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f
-
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p
l
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余
間
　
　
に
謂
B
描
」

P
2
8
5
参
照
Q三

在
名
歌
中
「
世
の
中
」
の
語
初
見
の
人
際
歌
(
2
・
二
L
O
)
か
ら
、
最
後

の
家
持
の
歌
(
2
-
四
二
1
四
)
ま
で
の
期
間
は
'
お
よ
そ
半
世
紀
に
お
よ

ぶ
。
こ
の
間
、
お
の
お
の
の
作
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
中
で
「
世
の
中
」
な
る

語
を
ど
う
用
い
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
そ
の
作
者
が
　
「
世
の

中
」
に
対
し
て
ど
う
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
か
、
ど
う
い
う
人
生
観
を
持

っ
て
い
た
か
を
知
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
の
中
で
'
山
上
憶
良
の
「
世
の
中
」
の
用
例
は
、
世
間
虚
仮
類
と
世
間
菅



類
に
の
み
分
類
さ
れ
る
こ
と
前
述
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず
世
間
虚
仮
類
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
た
い
。
こ
の
期
に
屈
す
る
怯
良

の
用
例
は
五
例
で
'
う
ち
三
例
は
「
衷
〓
世
間
難
丁
住
歌
」
　
(
5
・
八
〇
四
)
中

の
も
の
で
あ
る
.
こ
の
歌
の
序
に
「
易
/
賃
料
/
排
へ
　
八
大
辛
苦
」
の
表
現
が

見
え
る
O
　
こ
の
「
八
大
辛
苦
」
に
つ
い
て
契
沖
は
「
代
匠
記
」
精
撰
本
で
「
八

大
辛
苦
〇
八
苦
、
生
へ
老
'
病
'
死
、
愛
別
離
、
.
怨
憎
倉
'
求
不
得
'
五
陰

盛
。
」
と
述
べ
て
い
る
.
こ
れ
は
「
大
般
理
照
経
」
で
「
苦
甜
」
を
説
い
て
い

る
部
分
の
初
め
に
、
「
八
苦
」
を
明
ら
か
に
し
て
「
所
謂
生
苦
へ
老
菅
、
病

(
1
)

苦
、
死
苦
、
愛
別
離
苦
へ
怨
憎
禽
苦
、
求
不
得
苦
、
五
感
陰
苦
。
」
と
あ
り
、

そ
の
他
の
仏
典
に
も
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
仏
典
の
影
響
が
明
白
で
あ
る
。

0
0

世
間
の
　
術
な
き
も
の
は
　
年
月
は
　
流
る
る
如
し
　
取
り
続
き
　
追
ひ
来

る
も
の
は
　
百
種
に
　
迫
め
寄
り
来
る

契
沖
は
こ
の
冒
頭
の
八
句
が
〓
崩
の
大
意
だ
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
れ
だ

け
で
本
歌
の
主
旨
を
言
い
尽
し
て
い
る
0
以
下
へ
歳
月
が
い
か
に
早
く
流
れ
、

そ
れ
に
伴
っ
て
ど
う
い
う
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
を
説
明
し
て
行
-
0

-
蛇
の
腸
　
か
黒
き
髪
に
　
何
時
の
問
か
　
霜
の
降
り
け
む
　
紅
の
　
面
の

上
に
　
何
出
ゆ
か
　
班
が
来
り
し
　
(
一
に
云
は
く
'
常
な
り
し
　
笑
ま
ひ

o

o

o

o

眉
引
　
咲
く
花
の
　
移
ろ
ひ
に
け
り
　
余
乃
奈
可
は
　
か
-
の
み
な
ら
し
)

C
o
)

〓
云
」
の
六
句
は
、
右
に
あ
げ
た
八
句
に
替
る
も
の
と
す
る
説
へ
作
者
が
そ

(

.

"

-

蝣

>

の
八
句
を
六
句
に
改
作
し
た
と
す
る
説
へ
ま
た
こ
の
六
句
は
前
の
八
句
に
続
-

jQi

本
文
と
み
る
説
と
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
惜
良
の
「
世
の
中
」
を
見
る
目

に
変
り
は
な
い
。
永
久
に
あ
る
も
の
の
如
く
見
え
た
笑
顔
や
芙
眉
も
花
が
移
ろ

う
如
く
変
化
し
て
し
ま
っ
た
へ
　
こ
れ
が
人
の
世
の
常
で
あ
る
、
と
の
志
で
あ

る
。大

夫
の
　
男
子
さ
び
す
と
　
助
太
刀
　
歴
に
取
り
侃
き
曙
弓
を
手
握
り
持

ち
て
　
赤
抱
に
　
倭
文
撃
っ
ち
置
き
　
何
ひ
乗
り
て
　
遊
び
あ
る
き
し

>
X
*
K
t
H
*
:

余
乃
奈
迦
や
　
常
に
あ
り
け
る

「
や
」
は
反
語
と
解
す
べ
き
で
、
赤
駒
に
乗
っ
て
遊
び
ま
わ
っ
人
生
は
、
い
つ

ま
で
も
そ
の
ま
ま
あ
る
も
の
で
は
な
い
t
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
「
世
の

中
」
三
例
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
そ
の
題
詞
に
す
で
に

示
さ
れ
て
い
る
主
題
、
つ
ま
り
「
世
間
鰯
常
の
慨
歎
」
を
表
出
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
た
も
の
ば
か
.
s
l
で
あ
る
。
ま
た
、
反
歌

常
磐
な
す
斯
-
し
も
が
も
と
恩
へ
ど
も
世
の
事
な
れ
ば
留
み
か
ね
つ
も

は
、
こ
の
〓
榊
の
核
心
を
端
的
に
言
い
切
っ
て
い
る
。
「
代
匠
記
」
精
撰
本
で

「
世
の
事
」
に
つ
い
て
「
余
能
許
等
奈
迫
婆
ト
ハ
'
限
ア
ル
世
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ

こ
と

ト
云
ナ
-
。
」
と
言
う
如
-
'
無
常
は
「
世
の
理
」
だ
か
ら
人
間
の
力
を
も
っ

て
は
何
と
も
し
が
た
い
と
い
う
考
え
が
忙
良
の
心
に
深
-
刻
ま
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
o
彼
の
生
死
観
に
つ
い
て
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
O
な
お
'
こ

の
憶
良
の
「
哀
二
世
問
難
L
1
住
歌
1
首
井
序
」
は
、
の
ち
に
家
持
の
歌
と
考
え
ら

れ
る
「
悲
こ
世
間
無
常
】
歌
一
首
邦
短
歌
」
　
K
r
-
t
'
四
1
六
〇
～
四
丁
六
二
)
に

多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
0

次
に
「
敬
和
下
為
こ
熊
凝
丁
述
こ
共
志
丁
歌
上
六
首
井
序
」
の
う
ち
長
歌
7
首
中
の

用
例
に
つ
い
て
み
よ
う
。
そ
の
序
に
「
侍
聞
、
恨
合
之
身
易
i
滅
、
泡
沫
之
命
難
i

駐
」
と
の
表
現
が
見
え
る
。
「
慣
合
」
と
は
地
水
火
風
を
仮
に
合
せ
し
身
の
意

で
、
い
わ
ゆ
る
四
大
帳
合
の
こ
と
で
'
「
維
摩
経
」
の
文
殊
師
利
問
疾
品
第
五

(
l
O
l

に
「
四
大
合
故
恨
名
為
1
身
o
」
と
あ
る
.
こ
の
_
語
は
や
は
り
樫
良
の
「
悲
〓
顕

0
0

ー

　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

　

　

∵
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.
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'
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・
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I

0

　

　

　

　

0

之
命
」
は
「
金
剛
般
若
経
」
に
「
一
切
有
志
法
、
如
〓
夢
幻
泡
壁
、
如
ェ
路
亦

如
忘
喝
。
」
云
々
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
ば
や
思
想
は
す
で
に
人
暦
歌
　
(
サ
・
I

二
六
九
)
に
も
見
え
る
こ
と
前
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
歌
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は
」
序
に
う
か
が
わ
れ
る
如
く
、
忙
良
が
熊
擬
の
孝
心
に
感
放
し
て
'
作
っ
た

も
の
で
あ
る
。

-
玉
梓
の
　
道
の
隈
姫
に
　
草
手
折
り
　
柴
取
り
敷
き
て
　
床
じ
も
の
　
う

ち
臥
い
伏
し
て
　
E
心
ひ
っ
つ
　
嘆
き
臥
せ
ら
く
　
田
に
在
ら
ば
　
父
と
り
見

0　0

ま
し
　
家
に
在
ら
ば
　
母
と
り
見
ま
し
　
世
間
は
　
か
く
の
み
な
ら
し
　
犬

じ
も
の
　
辺
に
臥
し
て
や
　
命
過
ぎ
な
む

「
世
間
は
か
-
の
み
な
ら
し
」
の
句
は
'
前
前
の
「
関
に
在
ら
ば
・
・
・
家
に
在
ら

ば
母
と
り
見
ま
し
」
の
句
に
続
い
て
直
後
の
「
犬
じ
も
の
-
命
過
ぎ
な
む
」
の

句
の
両
句
で
導
へ
る
「
不
幸
な
死
」
*
J
「
世
間
」
の
語
に
よ
っ
て
概
括
し
て
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。
契
沖
は
「
代
匠
記
」
初
稿
本
で
「
世
の
中
は
か
く
の
み
な

ら
し
。
生
者
必
滅
,
合
老
常
損
、
愛
別
山
背
こ
れ
そ
の
こ
と
は
り
,
世
の
な

ら
ひ
と
し
て
か
-
の
み
に
あ
る
ら
し
な
り
。
」
と
'
仏
教
の
氾
班
と
し
て
説
明

し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
憶
良
は
十
八
才
の
少
年
熊
損
の
客
死
を
あ
わ
れ
み
、
父

母
か
ら
遠
く
此
れ
て
犬
の
如
-
辺
に
臥
し
て
命
終
る
こ
と
を
「
世
間
」
と
親
じ

た
の
で
あ
る
。
「
命
過
ぎ
な
む
」
の
「
過
ぐ
」
は
'
死
ぬ
'
み
ま
か
る
の
意

で
、
人
階
の
歌
に
も
用
例
(
7
二
二
六
八
)
が
あ
る
。
「
命
過
ぐ
」
に
つ
い

て
は
へ
小
島
憲
之
氏
に
よ
る
と
そ
の
例
は
翻
心
寺
阿
川
陀
沸
退
位
記
に
「
為
二

〇

　

°

命
過
名
伊
之
沙
古
而
其
妻
名
汗
麻
は
b
'
敬
二
造
州
陀
俳
橡
l
J
と
あ
り
へ
　
憶

o
o

良
の
愛
読
し
た
「
金
光
明
最
勝
王
経
」
長
者
子
流
水
晶
に
「
同
時
命
過
嬰
二
二

十
三
天
-
」
と
見
え
、
憶
良
は
仏
典
語
を
翻
訳
し
て
歌
語
と
し
て
採
用
し
た
も

(

蝣

-

)

の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
雄
略
紀
九
年
三
月
の
条
に
「
臣
婦
命
過
之
際
」
と

<
蝣
-
)

見
え
る
が
'
こ
れ
は
飯
川
季
治
氏
の
「
正
訓
」
に
よ
れ
ば
「
命
辿
る
」
と
訓
読

し
て
い
る
。
臆
良
の
「
命
過
ぐ
」
は
'
や
は
り
仏
典
語
の
翻
訳
語
と
考
え
ら
れ

る
0
な
お
万
柴
集
中
で
歌
川
語
と
し
て
「
命
過
ぐ
」
を
用
い
た
の
は
、
燈
火
の

こ
の
用
例
た
だ
一
つ
で
あ
る
。

怯
良
の
世
間
虚
仮
輿
も
う
1
つ
の
用
例
は
「
恋
こ
男
子
名
古
口
恵
三
首
」

う
ち
長
歌
T
首
中
の
も
の
で
あ
る
0
左
注
に
「
右
1
首
、
作
者
未
1
詳
。
但
、

以
]
由
欣
之
綻
似
二
於
山
上
之
操
I
'
革
政
次
一
p
。
」
　
と
あ
っ
て
、
　
「
右
I

首
」
と
あ
る
の
は
(
5
・
九
〇
六
)
　
の
短
歌
一
首
を
さ
す
の
か
'
長
歌
一
首
を

主
と
し
て
短
歌
二
首
は
お
の
ず
か
ら
含
め
ら
れ
る
の
か
t
　
に
異
論
も
あ
る
と
こ

(cO

ろ
だ
が
、
1
椴
に
は
後
者
の
説
が
行
な
わ
れ
、
長
歌
を
含
め
た
三
首
全
体
が
憶

良
の
作
品
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
「
古
日
」
が
憶
良
の
子
で
は
な
か
っ
た
と
す

(
9
)

る
説
が
あ
る
が
今
は
ふ
れ
な
い
。

天
神
地
祇
を
祭
り
祈
っ
た
効
も
な
-
、
日
々
に
衰
弱
し
て
行
っ
て
遂
に
愛
す

る
子
「
古
日
」
の
命
は
絶
え
た
。
「
立
ち
踊
り
　
足
摩
り
叫
び
　
伏
し
仰
ぎ

0　0

的
う
ち
咲
き
　
手
に
持
て
る
　
吾
が
見
飛
ば
し
っ
　
世
間
の
?
=
]
」
、
狂
乱
と
絶

叫
の
中
で
、
愛
児
と
の
苦
し
い
死
別
を
「
世
間
の
道
」
と
し
て
t
か
な
し
く
も

認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
生
か
ら
死
へ
の
変
転
は
人
間
の
宿
命
で
あ
り
、
死
を

の
が
れ
さ
せ
よ
う
と
祈
っ
て
報
い
ら
れ
ず
'
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
死
に
漬
軸
し
悲

嘆
に
く
れ
る
こ
の
人
生
の
こ
と
わ
り
、
「
世
間
の
道
」
は
こ
の
よ
う
な
悲
し
い

人
間
の
生
死
の
迅
班
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

憶
良
は
こ
こ
で
天
神
地
祇
に
祈
っ
て
い
る
が
'
一
方
こ
の
長
歌
の
冒
頭
に

は
、
「
世
の
人
の
　
貴
び
周
ふ
　
七
校
の
　
賓
も
　
わ
れ
は
何
為
む
-
」
と
あ

り
へ
　
「
七
種
の
損
」
は
即
ち
七
m
で
'
阿
州
陀
経
や
法
華
経
で
い
う
七
杵
湖
の

宝
曇
占
っ
て
い
る
し
、
ま
た
反
歌
を
み
れ
ば
仏
教
思
想
か
ら
来
た
と
考
え
ら
れ

る
語
句
と
、
古
来
の
神
祇
崇
拝
か
ら
来
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
語
句
と
の
混
用

が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
反
歌
'

若
け
れ
ば
道
行
き
知
ら
じ
格
は
為
む
黄
泉
の
使
負
ひ
て
通
ら
せ

布
施
遣
き
て
わ
れ
は
乞
ひ
f
.
=
む
あ
ざ
む
か
ず
正
に
率
去
き
て
天
路
知
ら
し
め

「
搾
」
は
利
に
葬
る
物
で
あ
り
'
「
黄
泉
の
使
」
は
冥
土
を
導
っ
倣
者
へ
　
「
布

mi!



施
」
は
仏
典
語
で
仏
や
僧
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。
「
天
路
」
に
つ
い
て
は
死

(Si

者
昇
天
の
思
想
は
日
本
古
来
の
も
の
、
あ
る
い
は
仏
教
上
の
天
上
を
い
っ
た
も

(
3
)
の
t
と
説
が
分
か
れ
る
が
'
そ
れ
は
と
も
か
く
,
こ
こ
で
は
仏
教
語
が
我
が
国

固
有
の
神
祇
忠
恕
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
,
神
仏
混
沌
の
概
を
呈
し
て
い

る
O
神
仏
混
再
の
表
現
は
、
憶
良
に
は
他
に
例
が
い
く
つ
か
あ
る
.
た
と
え
ば

I
;
~
-
・
"
-
 
"
-
.
蝣
'
'
.
-
 
、
・
・
・
∴
-
-
'
'
蝣
>
'
.
.
I
'
-
'
工

へ
.
i
!
-
'
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴

れ
ば
、
神
仏
を
日
夜
崇
敬
祈
煩
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。∴　
　
　
　
　
・
'
!
.
・
∴

「
悲
二
歎
俗
遺
恨
令
即
離
易
〆
去
雑
品
詩
」
の
序
に
「
璃
以
,
搾
慈
之
示
教
,

小

'

-

3

*

,

・

・

'

-

.

-

*

,

*

一

・

・

人

:

・

、

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

・

　

　

!

'

邦
閥
。
一
故
知
'
引
導
難
*
l
l
'
得
/
悟
性
這
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
憶
良
が

儒
教
思
想
を
反
映
し
た
政
治
機
構
の
中
で
'
善
良
な
固
守
と
し
て
は
た
ら
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
「
令
/
反
二
惑
惜
萩
」
に
お
い
て
さ
き
に
見
た
。
律
令
の
戸

令
関
守
巡
行
横
な
ど
に
見
え
る
如
-
、
儒
教
忠
恕
を
支
柱
と
す
る
政
治
が
行
な

わ
れ
る
中
で
、
仏
教
が
朝
廷
の
保
護
へ
奨
励
に
よ
り
し
だ
い
に
国
家
的
な
宗
教

(
ほ
)

と
し
て
興
隆
L
t
仏
教
思
想
が
古
来
の
伝
統
的
神
祇
思
想
と
交
錯
す
る
複
雑
な

精
神
生
活
の
た
だ
中
に
お
か
れ
た
憶
良
が
、
と
こ
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
0
時

に
宮
人
憶
良
が
、
み
ず
か
ら
の
職
務
と
し
て
の
儒
教
道
徳
と
'
思
想
界
を
風
国
し

た
仏
教
思
想
、
そ
れ
に
日
本
古
来
の
神
祇
思
想
と
の
対
立
混
乱
に
ど
う
対
処

し
、
み
ず
か
ら
の
内
部
で
ど
の
よ
う
に
調
和
統
一
し
て
'
憶
艮
独
白
の
世
界
観

人
生
観
と
し
て
止
揚
し
て
行
っ
た
か
'
憶
良
の
作
品
(
特
に
「
世
の
中
」
な
る

歌
用
語
の
用
い
方
)
を
通
し
て
そ
の
時
代
の
思
想
文
化
の
1
典
型
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

∴
・
>
　
、
=
、
　
　
　
　
　
　
　
　
主
∵
　
I
'
.
I
W

爪
。

(
2
)
揮
潟
久
孝
「
万
葉
集
注
釈
」

(
3
)
井
上
通
泰
「
万
柴
災
新
考
」

(
4
)
尾
山
篤
二
郎
「
山
上
憶
良
」
　
(
「
作
者
別
万
葉
集
評
釈
」
第
四
巻
)

(
5
)
昭
和
新
芸
間
諜
大
歳
経
緯
興
部
第
六
巻
「
維
摩
詰
所
説
経
」
P
.
4
9
4
参

照
。

(
6
)
小
島
憲
之
「
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
」
中
巻
参
照
。

(
7
)
飯
田
季
治
「
日
本
吉
紀
新
講
」
中
巻
P
.
4
6
8
参
照
。

f
'
-
c
)
士
　
文
川
「
J
-
y
ォ
化
汀
」
汀
r
S
~
'
^
-
'
'
-
「
L
l
叩
J
-
J
J
-
指
川
」
な
ど
。

(
9
)
吉
永
登
「
古
口
は
果
し
て
憶
良
の
子
か
」
　
(
「
万
葉
-
文
学
と
歴
史

の
あ
い
だ
」
所
収
)

(
2
)
佐
佐
木
信
綱
「
短
歌
読
本
山
上
憶
良
」

(
3
)
注
(
2
)
に
同
じ
。

(
ほ
)
持
続
紀
八
(
六
九
四
)
年
五
月
の
条
∴
前
節
の
注
(
4
)
参
照
)
の
記

輔
。
お
よ
び
「
約
日
本
紀
」
m
上
武
天
白
試
神
亀
五
(
七
二
八
)
年
十
二

月
の
条
「
金
光
明
経
六
十
四
帳
六
百
料
巻
軍
於
諸
図
㌔
々
別
十
巻

山
誉
　
　
誰
丁
輔
・
.
訂
/
-
:
'
北
川
V
-
'
蝣
-
-
'
.
T
7
八
-
:
l
i
、
粥
川
四
#
J
、
茸
^
誓
川

下
　
　
滝
到
‖
l
t
 
E
T
令
i
-
i
:
リ
ヅ
　
¥
<
?
l
l
川
w
i
l
l
安
-
山
。

」
の
記
事
な
ど
に
て
わ
か
る
.
な
お
続
日
本
紀
の
記
事
は
新
訂
増
輸

閥
史
大
系
第
一
部
3
「
梧
日
本
妃
」
前
篇
P
.
1
1
4
-
P
.
1
1
5
参
照
.

131

次
に
憶
良
の
「
世
の
中
」
の
用
例
の
う
ち
へ
世
間
苦
類
に
つ
い
て
考
察
を
す

す
め
た
い
o
ま
ず
「
訳
的
問
答
歌
」
中
の
用
例
に
つ
い
て
み
よ
う
。
そ
の
前
に
'

こ
の
問
答
歌
と
陶
淵
明
の
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
諸
家
の
稽
摘
す
る
と
こ
ろ

105



(
1
)

で
あ
る
0
た
と
え
ば
「
万
葉
集
大
成
7
」
所
収
の
杉
本
行
夫
氏
の
論
考
'
雑
誌

:g>:

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
　
(
昭
三
T
・
六
)
所
収
の
清
水
房
雄
氏
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、
・

門
に
流
水
・
-
s
r
.
蝣
-
'
-
.
,
-
n
 
r
n
本
文
-
-
.
T
i
t
-
叶
T
 
J
≠
'
j
-
1
V
-
V
^
-
-
"
r
-
-
r
正
、
1
」
に
J
収
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
詳
細
を
き
わ
め
て
い
る
。
上
代
人
が
陶
淵
明
の
詩
に
接
し

た
の
は
主
と
し
て
「
文
選
」
所
収
の
も
の
で
あ
っ
た
o
ほ
か
に
確
実
な
伝
来
怨

と
し
て
「
芸
文
類
緊
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
杉
本
氏
や
括
水
氏
が
「
貧
窮
問
答

歌
」
へ
の
影
響
を
指
摘
す
る
「
詠
二
貧
士
こ
　
(
七
首
)
は
「
文
選
」
も
「
芸
文

類
緊
」
も
そ
の
1
部
分
(
文
選
は
其
一
、
芸
文
孤
罪
は
其
一
と
共
四
)
し
か
載

:o:

せ
ず
、
両
方
と
も
惜
良
の
類
似
句
に
当
ら
な
い
部
分
の
み
を
収
め
て
い
る
0
し

た
が
っ
て
、
も
し
憶
良
が
「
詠
二
貧
士
こ
を
も
と
に
し
た
と
す
れ
ば
'
七
首
と

r
e
毘

も
準
え
た
「
陶
間
別
災
」
が
伝
来
し
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
土
屋

文
明
氏
は
芸
文
期
緊
「
貧
」
の
条
に
あ
る
晋
東
研
の
「
貧
家
賦
」
と
貧
窮
問
答

(蝣-O

歌
と
の
影
響
間
係
を
指
摘
し
て
い
る
.
杉
本
氏
な
ど
の
指
摘
す
る
「
詠
こ
貧
士
こ

は
「
貧
家
脱
」
の
影
皆
を
受
け
て
い
る
こ
と
り
り
か
な
の
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
双

方
と
も
臆
良
は
目
に
し
て
.
い
た
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
民
衆
の

S

-

.

・

^

-

　

　

　

・

・

'

'

"

-

-

・

　

　

/

 

-

二

,

-

蝣

・

　

*

-

K

、

　

‥

を
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
用
語
の
面
で
は
法
籍
か
ら
の

引
用
と
思
わ
れ
る
語
以
外
に
日
常
語
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。
こ
の

長
歌
に
は
全
用
語
の
四
分
の
一
に
あ
た
る
孤
語
を
持
つ
こ
と
、
し
か
も
孤
語
の

う
ち
,
万
葉
先
中
の
日
放
官
僚
肘
の
作
者
な
ら
多
分
作
歌
中
に
と
り
入
れ
る
こ

と
を
避
け
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
語
(
措
沿
酒
、
琵
投
'
伏
噂
　
琴
　
か
ま

ど
・
取
り
つ
づ
し
ろ
ひ
、
炊
く
'
坤
吟
ふ
、
畠
び
し
び
し
に
等
)
は
、
孤
語
の

C--O

半
数
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
に
お
け
る

特
異
性
は
ど
こ
か
ら
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
も
う
に
彼
の
環
境
や
性
情
が

そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
o
こ
こ
で
惜
良
の
閲
歴
を
ふ
り
返
る

に
、
憶
良
の
姓
「
臣
」
は
、
天
武
天
皇
十
三
年
に
改
訂
の
八
色
の
姓
で
は
第
六

位
に
あ
た
り
、
卑
姓
の
民
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
.
そ
の
彼
が

3
9

「
抗
日
本
紀
」
文
武
天
皇
の
大
望
九
年
春
正
月
の
条
で
「
以
二
守
民
部
尚
古
直

大
武
栗
田
朝
臣
原
人
l
為
二
道
唐
執
節
使
一
、
-
先
位
山
於
憶
良
為
こ
少
録
l
。
」

と
あ
る
迫
培
少
録
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
無
位
の
憶
良
が
少
録
に
抜
擢
さ
れ
、
後
に

伯
膏
守
あ
る
い
は
東
宮
(
聖
武
天
皇
)
の
侍
講
と
な
り
、
晩
年
に
筑
前
守
と
し

て
活
躍
す
る
に
至
る
た
め
に
は
'
異
常
な
努
力
が
は
ら
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る

L
t
長
い
年
月
が
か
か
っ
て
い
る
。
彼
の
苦
悶
の
間
.
A
は
そ
の
ま
ま
彼
の
性
情

の
要
因
と
な
り
、
学
才
が
そ
れ
に
拍
重
を
か
け
て
生
成
さ
れ
た
の
が
彼
の
作
品

で
あ
ろ
う
.
と
り
わ
け
「
翁
窮
問
答
歌
」
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
扶
持
語

類
へ
日
常
語
湖
の
性
格
の
特
E
i
'
性
は
'
体
験
か
ら
来
る
性
情
と
'
並
々
な
ら
ぬ

努
力
を
要
し
て
蓄
え
ら
れ
た
学
識
と
の
反
映
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
I

翁
窮
問
答
歌
に
お
け
る
表
現
は
、
万
菩
㌫
他
の
代
表
歌
人
た
ち
に
比
べ
て
'
　
畑

彼
の
慰
ま
れ
な
か
っ
た
環
境
を
=
・
S
も
よ
-
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
0
億
良
の
一

周
辺
に
は
「
貧
窮
」
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
国
守
と
な
る
前
の
彼
自
身
の
貧

窮
体
験
に
つ
い
て
は
知
る
す
べ
も
な
い
が
へ
固
守
と
し
て
の
彼
は
、
そ
の
職
務

と
し
て
地
方
巡
行
に
際
し
自
ら
の
眼
前
に
民
衆
の
「
貧
」
を
見
る
こ
と
に
な
り
'

そ
の
感
動
は
や
が
て
こ
れ
を
題
材
と
し
て
歌
に
結
晶
さ
せ
も
こ
と
に
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
,
こ
の
問
答
歌
の
間
者
に
憶
良
自
身
が
、
答
者
に
は
永
年
の
彼
の
官
僚

生
活
の
対
象
で
あ
っ
た
民
衆
が
菜
冒
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

穏
良
の
志
向
は
間
者
谷
者
の
双
方
に
投
形
さ
れ
て
い
る
し
、
む
し
ろ
答
者
の
方

に
彼
の
空
音
よ
り
強
烈
に
響
晶
た
っ
て
い
る
感
が
す
る
.
答
者
に
お
い
て

は
、
人
並
に
耕
作
し
て
い
る
の
に
、
必
宗
品
の
衣
・
食
・
住
は
絶
無
の
状
態
が

つ
づ
い
て
い
る
。
こ
の
不
令
班
は
人
間
と
し
て
嘩
り
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
こ
と



で
あ
る
。
そ
の
う
え
「
蛭
取
る
坦
長
が
芦
は
寝
昼
戸
ま
で
来
立
ち
呼
ば
ひ
ぬ
」

で
あ
る
0
不
合
理
の
由
っ
て
来
る
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
る
民
衆
の
心
を
身
に
体

0
0

し
て
、
憶
良
は
「
斯
く
ば
か
り
術
無
き
も
の
か
世
間
の
道
」
と
う
た
っ
た
の
で

あ
る
。
「
い
と
の
き
て
短
き
物
を
班
狩
る
と
云
へ
る
が
如
く
」
は
'
「
老
身
重

病
経
/
年
辛
苦
、
及
恩
二
見
等
一
歌
」
(
5
・
八
九
七
)
　
中
で
は
、
「
い
と
の
き
て

描
き
塔
に
は
瑚
塩
を
濃
く
ち
ふ
が
如
く
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
沈
痛
自
哀
文
」

に
は
「
m
、
・
.
f
ぺ
り
-
^
思
'
;
・
T
叫
i
¥
'
i
y
.
.
¥
L
J
i
?
っ
て
、
当
叫
y
-
|
　
　
に

行
な
わ
れ
て
い
た
諺
の
引
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
憶
良
は
そ
の
諺
を
こ

こ
で
は
「
廷
取
る
班
長
」
の
苛
拙
さ
を
た
と
え
る
こ
と
ば
と
し
て
引
用
し
て
い

る
の
で
あ
る
D
こ
の
よ
う
な
諺
を
こ
こ
に
引
肝
し
た
と
い
う
事
実
は
何
を
物
語

っ
て
い
る
の
か
。
‖
I
E
下
屑
の
土
民
た
ち
の
腹
の
底
か
ら
な
る
苦
痛
、
憤
怒
、
玩

議
の
声
が
抑
圧
さ
れ
た
坤
吟
と
な
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
思
い
が
す
る
。
そ
の
坤

吟
が
'
短
歌
と
し
て
結
集
し
て
い
る
の
を
み
る
。

0
0

世
間
を
憂
L
と
や
さ
し
と
忠
へ
ど
も
飛
び
立
ち
か
ね
つ
鳥
に
し
あ
ら
ね
ば

苦
悩
多
い
人
生
を
「
世
間
の
退
」
と
し
て
'
つ
ま
り
人
生
の
厳
然
た
る
事
実
と

し
て
斯
き
諦
め
、
か
つ
肯
定
し
て
生
き
て
行
-
は
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

位
良
の
処
世
祝
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
0

世
間
苦
類
の
も
う
一
つ
の
用
例
は
「
老
身
重
病
経
/
年
辛
苦
、
及
思
二
見
等
t

歌
」
う
ち
長
歌
一
首
中
の
も
の
で
あ
る
.
こ
の
長
歌
は
'
老
後
、
痛
い
の
苦
息

に
う
ち
沈
む
憶
良
が
'
概
念
や
知
識
の
介
入
を
ゆ
る
さ
ず
'
重
接
の
体
験
を
表

白
し
た
歌
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
彼
の
本
心
が
如
実
に
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ

0
0

る
。
老
病
死
苦
が
そ
の
ま
ま
現
実
と
な
っ
た
今
、
「
世
間
の
憂
け
く
辛
け
く
」

と
そ
の
現
実
を
前
祝
し
襖
悩
し
て
い
る
の
で
あ
る
.
苦
悶
こ
そ
が
人
生
の
現
実

の
姿
で
あ
る
こ
と
を
体
験
に
よ
っ
て
覚
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
へ
人
の
世

の

　

I

蝣

蝣

蝣

-

.

-

蝣

-

 

-

.

.

い

　

　

　

　

　

　

　

∴

は
「
こ
と
こ
と
は
死
な
な
と
忠
へ
ど
五
月
灼
な
す
騒
く
鬼
ど
も
を
打
棄
て
て
は

死
は
知
ら
ず
見
つ
つ
あ
れ
ば
心
は
堪
え
ぬ
」
と
な
り
、
愛
兄
へ
の
断
ち
が
た
い

愛
執
、
煩
悩
に
よ
っ
て
へ
悟
道
に
は
至
ら
ず
た
だ
ひ
た
す
ら
な
る
愁
訴
に
終
っ

て
い
る
O
憶
良
は
脱
年
の
こ
の
悲
境
に
沌
而
し
て
「
か
に
か
く
に
忠
ひ
わ
づ
ら

ひ
実
の
み
し
泣
か
ゆ
」
と
長
歌
を
結
び
へ
結
局
、
救
わ
れ
よ
う
の
な
い
沈
痛
協

突
あ
る
の
み
な
の
で
あ
る
P

∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
∴
・
」
　
　
　
　
　
　
心
'
-
蝣
蝣
'
・
-
.
-
"
"
;
蝣
-
-
.
'

学
篇
所
収
)

(
2
)
清
水
房
雄
「
詫
窮
表
現
の
1
類
型
」
　
(
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
昭
和
三
十
1

年
六
月
号
所
収
)

(
3
)
慣
間
諜
漢
文
大
成
文
学
郎
十
二
「
文
選
」
巻
十
五
P
.
9
7
参
照
。

(
4
)
同
前
・
文
学
部
六
十
九
「
陶
淵
明
集
」
巻
四
P
.
2
1
0
-
P
.
2
2
0
参
照

(
5
)
土
脱
文
的
「
茄
的
問
答
歌
と
然
家
賦
」
　
(
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
昭
和
三
十

1
年
二
月
号
所
収
)

(
6
)
高
木
市
之
助
「
周
辺
の
志
昧
」
　
(
「
国
語
国
文
」
昭
和
三
十
年
五
月

号
所
収
)

(
7
)
新
訂
増
祁
閥
史
大
系
第
一
卸
3
「
時
日
本
紀
」
前
篇
p
.
9
参
照
。

五

未
詳
歌
中
の
「
世
の
中
」
の
用
例
と
憶
良
作
品
中
の
用
例
と
の
前
後
関
係
に

(
-
)

つ
い
て
こ
こ
で
考
察
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
谷
群
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
も
し

巻
十
三
所
収
の
未
詳
歌
が
憶
良
の
活
躍
時
代
の
作
品
以
前
の
も
の
と
す
る
な

ら
へ
そ
の
未
詳
歌
中
の
用
例
と
人
腔
作
品
中
の
用
例
と
の
前
後
関
係
が
問
題
に

な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
確
た
る
根
拠
は
つ
か
め
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
谷
氏

が
憶
艮
活
躍
時
代
堅
別
の
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
巻
十
三
所
収
の
歌
へ
そ
の
暮

- 107



詳
歌
中
の
「
世
の
中
」
三
例
(
三
二
六
五
)
　
(
三
三
三
六
に
二
例
)
を
見
る

に
、
い
ず
れ
も
世
間
虚
仮
類
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
仮
に
こ
の
「
世
の

中
」
三
例
を
用
い
た
未
詳
歌
二
首
を
憶
良
以
前
の
も
の
と
仮
定
し
て
も
へ
　
こ
の

二
首
が
人
階
の
用
例
歌
以
前
の
作
品
だ
と
の
確
証
が
得
ら
れ
な
い
現
状
で
は
'

「
世
の
中
」
を
歌
用
語
と
し
て
取
り
入
れ
た
作
者
は
入
唐
が
最
初
だ
と
考
え
る

は
か
は
な
い
.
し
た
が
っ
て
前
述
(
第
二
節
)
　
の
考
え
方
に
立
っ
て
、
世
間
虚

仮
類
に
関
し
て
は
'
1
応
人
際
の
歌
用
語
と
し
て
の
取
り
入
れ
方
が
基
盤
と
な

っ
て
い
る
と
み
て
ほ
ぼ
問
遇
い
あ
る
ま
い
0
人
際
の
用
例
か
ら
そ
れ
以
後
家
持

に
至
る
ま
で
'
つ
ま
り
万
葉
全
期
を
通
じ
て
世
問
虚
仮
の
用
例
が
散
在
す
る
こ

と
は
前
に
見
た
通
り
で
あ
る
0
億
良
は
人
際
の
作
品
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
'
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
「
世
の
中
」
の
取
り
入
れ
方
を
踏
襲
し
た
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
0
あ
る
い
は
直
接
刺
粒
を
受
け
た
の
は
'
時
を
同
じ
-
し
て

筑
紫
歌
壇
に
あ
っ
た
大
牢
的
大
伴
旅
人
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
旅
人
が
神

屯
五
　
(
七
二
八
)
年
六
月
二
十
三
日
「
報
t
1
凶
問
一
歌
」
に
お
い
て
「
世
の
中
」

の
語
を
彼
と
し
て
は
じ
め
て
使
用
し
て
い
る
に
対
し
'
憶
良
が
た
だ
ち
に
そ

れ
を
追
う
よ
う
に
同
年
七
月
二
十
一
日
「
衷
二
世
問
難
丁
住
歌
」
に
お
い
て
歌
中

に
三
例
、
題
詞
に
1
例
の
合
わ
せ
て
四
例
も
使
用
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
標
良
は
「
沈
痛
白
表
文
」
を
は
じ
め
そ
の
漢
詩
文
に
仏
典
語
を

多
く
用
い
る
。
歌
に
付
さ
れ
た
序
文
に
お
い
て
仏
典
語
を
か
な
り
指
摘
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
見
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
仏
典
語
を
翻
訳

し
て
歌
語
と
し
て
採
り
入
れ
る
術
を
心
得
て
い
た
も
の
と
み
え
、
「
敬
和
下
為
こ

熊
凝
一
述
]
l
其
志
l
歌
上
」
で
考
察
し
た
「
命
過
ぐ
」
な
ど
も
そ
の
一
例
で
あ
っ
た
。

「
世
間
」
な
る
語
も
そ
も
そ
も
は
仏
典
語
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
が
「
維
摩
」
　
「

勝
饗
」
　
「
法
華
」
の
三
経
を
講
じ
へ
中
で
も
特
に
傾
倒
し
た
と
い
わ
れ
る
「
法

華
経
」
だ
け
を
見
て
も
、
「
世
r
J
な
る
語
は
私
の
調
べ
た
限
り
で
は
三
十
例

:ra:

以
上
の
用
例
を
見
る
。
憶
良
の
漢
詩
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
故
事
成
語
の
出
典

の
う
ち
仏
典
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
「
金
光
明
経
」
　
「
浬
粟
経
」
　
「
維
産
経
」

「
長
阿
含
経
」
そ
れ
に
「
法
華
経
」
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

憶
良
は
、
人
際
を
踏
襲
し
た
か
、
あ
る
い
は
仏
典
語
を
翻
訳
し
て
独
自
の
歌

用
語
と
し
て
か
く
も
多
く
の
用
例
に
結
実
さ
せ
た
か
、
そ
の
い
ず
れ
に
し
て

も
'
仏
教
的
世
界
観
が
彼
独
自
の
世
界
観
に
及
ぼ
し
た
形
の
大
な
る
こ
と
を
、

こ
の
語
句
の
用
例
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
「
衷
二
世

間
難
丁
住
歌
」
や
「
敬
和
下
為
二
熊
凝
l
述
二
其
志
l
歌
上
」
あ
る
い
は
　
「
恋
二
男
子

名
古
口
一
歌
」
に
お
け
る
世
間
虚
仮
類
の
用
例
は
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
的
済
度
を

と
も
な
っ
た
真
の
信
調
を
示
し
て
い
る
と
は
決
し
て
言
え
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
む
し
ろ
、
彼
に
お
い
て
仏
教
の
示
す
世
界
概
は
蝉
な
る
厭
世
的
情
念
を
醸
成

L
t
　
ま
す
ま
す
深
い
苦
悶
に
う
ち
沈
む
要
田
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
.

1
方
'
万
葉
歌
中
で
他
に
例
を
見
な
い
用
例
が
さ
き
に
見
た
如
-
'
　
「
令
/

反
〓
惑
惜
-
歌
」
中
の
一
例
と
世
間
暫
知
の
三
例
で
あ
っ
た
.
こ
こ
に
万
光
集
に

お
け
T
Q
憶
良
の
特
異
性
が
裏
付
け
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
仝
-
憶
良
独
自
の
境
地

を
ひ
ら
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
「
令
レ
反
こ
惑
惜
1
歌
」
に
お
け
る
教
誠
教
化

を
ね
ら
い
と
し
た
道
義
的
儒
教
的
な
要
素
を
も
っ
た
用
例
は
'
惜
艮
自
身
の
用

例
の
う
ち
で
も
特
殊
な
存
在
で
あ
る
。
「
貧
窮
問
答
歌
」
と
「
老
身
重
病
経
/
午

辛
苦
へ
及
思
]
l
兄
等
1
歌
」
に
お
け
る
用
例
は
、
純
粋
に
憶
良
独
自
の
も
の
で
、

彼
の
人
生
観
を
如
実
に
う
か
が
わ
せ
る
.
「
貧
窮
問
答
歌
」
に
お
い
て
'
憶
良

は
貧
窮
を
矛
盾
と
し
て
自
覚
し
'
長
歌
の
最
後
で
は
そ
の
矛
盾
の
根
源
に
対
し

て
抗
議
を
さ
え
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
0
だ
が
、
肝
心
の
抗
議
の
表
現
は
「
斯

o
o

く
ば
か
り
術
無
き
も
の
か
世
間
の
道
」
と
な
る
の
で
あ
り
、
「
術
無
し
」
と

い
う
言
葉
が
、
か
く
し
き
れ
ぬ
消
極
性
を
表
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
へ
さ

ら
に
「
世
間
の
道
」
に
よ
っ
て
そ
れ
は
決
定
的
と
な
る
。
こ
こ
で
は
貧
窮
者
の
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生
活
も
、
里
長
の
暴
挙
も
、
こ
れ
を
「
世
間
の
退
」
と
し
て
容
認
し
、
諦
め
に

よ
っ
て
調
和
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
苦
悩
を
越
え
現
状
の
壁
を
破
る
術
を
も

た
ず
'
矛
桁
の
根
源
に
順
応
L
へ
や
む
な
-
現
実
を
そ
の
ま
ま
肯
定
す
る
こ
と

0
0

を
強
い
ら
れ
た
人
間
像
を
想
定
す
る
は
か
は
な
い
。
そ
れ
は
反
歌
「
世
間
を
重

し
と
や
さ
し
と
忠
へ
ど
も
飛
び
立
ち
か
ね
つ
烏
に
し
あ
ら
ね
ば
」
に
よ
っ
て
1

屑
強
調
さ
れ
る
。

ヽ

　

ヽ

憶
良
は
'
現
実
を
自
己
の
宿
命
と
し
て
諦
め
、
そ
の
諦
め
を
基
真
と
し
な
が

ら
、
止
む
に
や
ま
れ
ぬ
憤
り
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
憤
り
は
し
か

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

し
自
己
の
宿
命
に
対
す
る
憤
り
で
あ
る
'
と
思
う
。
彼
は
、
そ
の
憤
り
を
生
き

る
力
の
根
源
と
し
て
生
き
て
行
こ
う
と
決
意
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
老
身
重
病
経
′
年
辛
苦
、
及
忠
二
見
等
l
歌
」
に
お
い
て
、
苦
悩
か
ら
脱
却
で

き
る
死
を
思
う
の
で
あ
る
が
'
兄
等
を
理
由
に
、
生
へ
の
妄
執
と
も
い
う
べ
き

心
境
を
述
べ
る
。
こ
の
〓
別
は
、
天
平
五
年
六
月
丙
申
朔
三
日
床
成
作
と
あ

り
、
憶
良
の
作
歌
の
日
付
あ
る
最
後
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
年
の
う
ち
に
憶
良
は

亡
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
反
歌
で
は
「
水
沫
な
す
徴
き
命
も
柁

縄
の
千
尋
に
も
が
と
願
ひ
暮
し
っ
」
と
う
た
い
、
「
水
沫
な
す
微
き
命
」
と
い

う
生
命
の
無
常
を
識
り
つ
つ
も
、
永
生
を
嘩
っ
が
如
く
へ
素
朴
な
情
念
の
範
暗

に
低
迷
し
、
理
念
化
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
仏
教
的
諦
観
に
は
ほ
ど
遠
い
実
感
を
述

べ
る
の
で
あ
る
。

惜
良
は
'
世
間
虚
仮
類
に
お
い
て
み
た
如
く
、
仏
教
の
示
す
「
世
間
無
常
」

の
道
理
を
観
念
と
し
て
理
解
し
受
容
し
て
い
た
o
概
念
と
し
て
の
　
「
世
間
無

常
」
の
認
識
は
、
単
に
厭
世
的
情
念
を
生
み
、
か
く
し
て
「
貧
窮
問
答
歌
」
に

お
け
る
用
例
の
如
く
憂
け
く
辛
け
き
は
人
生
の
宿
命
、
即
ち
'
い
わ
ゆ
る
「
苦

諦
」
と
し
て
包
括
止
揚
さ
れ
、
彼
独
特
の
人
生
概
と
し
て
形
成
さ
れ
た
、
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
o
か
か
る
惜
良
独
特
の
人
生
観
が
形
成
さ
れ
た
要
餌
に
つ

い
て
は
、
彼
の
閲
歴
を
は
じ
め
、
そ
の
生
き
た
時
代
社
会
を
抜
き
に
し
て
は
語

れ
な
い
。
つ
ま
り
「
時
代
の
子
」
と
し
て
の
要
因
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

外
来
の
仏
教
、
儒
教
、
そ
れ
に
伝
統
的
な
神
祇
信
仰
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想

に
影
響
を
受
け
、
精
神
的
遍
歴
の
結
果
へ
最
後
ま
で
憶
良
の
脳
裡
か
ら
は
概
念

と
実
感
と
の
混
沌
が
払
拭
し
切
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
遂
に
仏
教

的
悟
道
、
つ
ま
り
「
減
諦
」
の
境
地
に
は
到
達
し
得
な
か
っ
た
.
憶
良
の
辞
世
の

歌
と
考
え
ら
れ
る
「
山
上
臣
億
良
沈
痛
之
時
歌
丁
首
」

士
や
も
空
し
か
る
べ
き
苗
代
に
語
り
綬
ぐ
べ
き
名
は
立
て
ず
し
て

に
お
い
て
、
彼
は
抑
え
が
た
い
実
感
を
'
こ
の
よ
う
な
生
へ
の
執
着
と
し
て
う

た
っ
た
。
悟
ろ
う
と
し
て
悟
り
得
な
い
'
そ
こ
に
生
ま
れ
る
苦
悶
の
深
淵
か
ら

の
叫
び
で
あ
る
。
七
十
四
才
の
惜
良
は
煩
悶
の
う
ち
に
他
界
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
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